
27型 フルHD有機ELディスプレイ

※この回は会場を出光興産（株）様の中央研究所に移し、ご講演後、同所見学のご仁配を戴いています。
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新経営研究会　http://www.shinkeiken.com

【スケジュール：13：30～17：00、会場：原則として東京、詳細は毎回その都度ご案内いたします】

グローバル化時代における

本研究会の特色

： 独自技術・独自製品開発と独自の企業価値創出研究会２１世紀フォーラム

 2007年度後期例会

講　師・ご    依   頼   テ    ー    マ

松本忠氏

創業者の名を冠したフェラーリ
創業55周年記念モデル「エン
ツォ・フェラーリ」は氏のデザイ
ン。GM（米）、ポルシェ（独）で
チーフデザイナー、フェラーリ
のデザインを担うピニンファ
リーナのデザイン・ディレク
ターを歴任。マセラッティ・ク
ワトロポルテも氏のデザイン。
更なる広い活動を求めて独立。

同社は知る人ぞ知る、航空機・
自動車部品などの超高精度試
作品メーカー。'06年、第１回
「ものづくり日本大賞」特別賞
受賞。本例は三次元測定機の
精度を始業20分前に世界標準
に合わせる画期的三次元測定
機検証用ゲージ。今後、グロー
バル化時代の日本にとって不
可欠のものづくり基盤技術。

従来の概念を一変させる構造
物というものは、革新的材料
の誕生によって生み出される。
それは直接的なニーズに応えて
生まれ、しかも基礎的な研究を
背景に、夢を実現していく努
力の中に生み出される。氏は
世界で初めてワイヤーの金属
組織を原子レベルで解析し、
その強化機構を解明した人。

〈コーディネーター〉

LCA大学院大学
副学長
森谷正規氏

（水）

（木）

特　　　色と　き

『フェラーリ チーフデザイナーとして活動

　　  した‘ものづくり’、 今日の夢と挑戦』

前ピニンファリーナ  デザイン・ディレクター

奥山清行氏
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（金）

氏は現在86歳。選定保存技術
保持者（人間国宝）。現役の瓦
師。法隆寺  薬師寺、 東大寺な
ど日本の国宝・重要文化財建
築物の修復・再興に関わって
来た。今も1400年前の瓦が日
本の文化財建築を守り続け、
ハイテクを駆使する現代瓦が
古代瓦に劣るという。ものづ
くり原点回帰の絶好の機会。
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（水）

200７年

今日次世代ディスプレーとし
て注目を集める有機EL発光
材料の開発初期から携わり、
殆ど一人で今日を切り開いて
来た開発史。 フルカラーディス
プレーに不可欠な純青色の開
発を成功させたのも同氏。現
在、低電圧で高輝度・長寿命
材料の開発に取組んでいる。
情熱とロマン溢れる開発者。

『 有機ＥＬ発光材料開発の軌跡 』
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出光興産（株）
電子材料部ＥＬ開発担当部長
　　   ＥＬ開発センター所長

　               細川地潮氏

『古代瓦に学ぶ千四百年前の先人の知恵と技術』

代表取締役／人間国宝

小林章男氏

『画期的三次元測定機検証用ゲージの開発』

 淺沼　進氏

ソニー（株）

ディスプレイデバイス開発本部本部長

占部哲夫氏

有機ELは今日のソニーの重
要次世代戦略の一つ。その開
発の中心となって来たのが同
氏。最初は潜り研究から始
まった。しかも本例は「天馬を
して天馬たらしめ、その天馬
をして空を翔けさせるには名
伯楽が在る」をまざまざと示し
てくれる絶好の事例。MOTの
本質に触れることが出来る。

（金）
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グローバル化時代の今後日本に不可欠となる画期的ものづくり基盤技術

平城京朱雀門跡から出土した古代瓦

         『技術を誕生させた材料、進歩させた材料』

０２月

2008年

元新日本製鐵（株）技術開発本部

鐵鋼研究所 鋼材第二研究部長

CEO KEN OKUYAMA DESIGN

有機EL素子

クオリティーマスター

（ソニー提供）

（株）淺沼技研
代表取締役 社長

舞子側から見た明石海峡大橋

かわらう

（株）瓦宇工業所

創成に深く関わっている方々、現代の優れた知性、　
・知る人ぞ知る世界Only 1、或いは世界No.1の画期的先端技術、
超高度技能を開発保有する中小企業の独創的経営者、
・そして、このグローバル化と未曾有の時代環境変化の今日、確固
とした理念とヴィジョンの下、独自の企業価値の創出を求め
て、次代を切り開くべく挑戦されている経営トップの方々

『 Post CRT フルカラー大画面

  有機ＥＬディスプレー開発への夢と苦闘 』

日本初期の棟飾り瓦

・幾多の難関を乗り越えて遂に世界の先行指標となれる革新的独
創技術、画期的ヒット商品を生み出された開発リーダーご本人
・今日の未踏・未知の領域に挑む第一線の方々
・高い精神性と美意識・品位に溢れ、心に響くものづくりに挑んでお
られる現代の匠の方々や伝統文化の継承・今日と明日の文化　

本会は、毎期６カ月を１会期として、今日の‘ものづくり’と‘明日の技
術・製品開発’に携わる指導的立場にある方々が、産業・分野横断的に
相集い、

ご本人をお囲みし、そのご本人ならではのご経験から滲み出る語り口
を通して、その開発と革新が生れた背景と今日に至る赤裸々な経緯を
ご披瀝願い、明日のものづくりと技術・製品・新事業開発、そして企
業革新への掛け替えのない示唆とさせて戴くべく、活動しています。

奥山清行氏と
ピニンファリーナ社デザイン部
幹部スタッフたち 55周年記念モデル

エンツォ フェラーリ

日程ご調整中

- 明石海峡大橋、スチールラジアルタイヤ、 鋼製建築物３題話 -

高橋稔彦氏


